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事務所の直近業績

（１）

（第三種郵便物認可）

第２部

２０２０年（令和２年）９月４日　（金曜日）

〈掲載データについての注釈〉

　ことし６７月にかけて全国の設計事務所を対象にアンケー
トを実施し、８月上旬までに事務所から回答を得た。
　アンケートでは、各社の年４月から調査時直近の本決算まで
の業績、所員・資格者数、設計・監理収入とその用途別比率などを
聞いた。
　事務所の組織形態は、「総合（総合設計事務所）」「建築（建築
設計事務所）」「設備（設備設計事務所）」「構造（構造設計事務
所）」「コンサル（建設コンサルタント）」で表している。
　売上高、設計・監理収入では前期比増減率を記載しているが、１
期前の数値が不明の場合は記載していない。資格者などで未記入だ
った項目は「－」としている。
　「集合住宅」はマンションなど、「事務所系ビル」はオフィス・
ＩＴ関連施設・庁舎など、「医療福祉施設」は病院・医療福祉施設
・介護施設など、「生産系施設」は工場・物流・交通施設など、
「文教施設」はスポーツ・研究・展示・葬祭施設など、「商業施設」
は観光・アミューズメント・物販施設などを示す。
　用途ランキングなどの収入額は、各社の建築分野の設計・監理収入
に回答があった用途別比率を乗じて本紙が独自に算定したもので、
各社の実際の数値とは異なる場合がある。カッコ内は、人員が前年
の数値、業績は前年比を表す。

　年東京オリンピック・パラリンピック関連施設や、
インバウンド（訪日外国人客）需要、都心部の大規模再
開発など、首都圏を中心とした建築需要を追い風に、建
築設計事務所の業績は堅調に推移してきたが、新型コロ
ナウイルス感染症の拡大が各事務所の経営、戦略に影響
を及ぼしつつある。コロナ禍による業務の延期、中断な
どを受け、多くの事務所が中長期的な業績への影響を不
安視している。ＢＩＭを始めとするＩＣＴの進展や働き
方改革、生産性向上への対応に、コロナの世界的流行が
加わり、建築設計界が大きな転換期を迎える中、新たな
経営の軸線を模索する全国事務所の業績データをまと
めた。

台湾最大の卸売市場の建て替え事業「台北市第一果菜・萬大魚類卸売市場」の
完成予想パース。安井建築設計事務所が意匠基本設計などを担当する。建て替
え後の施設は、青果卸売市場、水産卸売市場、観光・教育施設で構成し、規模
は地下１階地上８階建て総延べ万，㎡。全体完成は年４月を予定し
ている（提供・安井建築設計事務所）

フランスのアジャン市で計画が進む、ラグビースタジアム「スタッ
ドアルマンディー」改修・拡張プロジェクトの完成予想パース。同
市が実施した設計業務のプロポーザルでは、梓設計と現地設計事務
所のフランソワ・ドゥ・ラ・セール建築エージェンシーとのＪＶが
特定された。改修後のスタジアムは年８月のオープンを目指し
ている（提供・梓設計）



（２） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２０年　（令和２年）　９月４日　（金曜日）
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（７）（第三種郵便物認可） 第２部２０２０年　（令和２年）　９月４日　（金曜日）



（８） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２０年　（令和２年）　９月４日　（金曜日）



（９）（第三種郵便物認可） 第２部２０２０年　（令和２年）　９月４日　（金曜日）



事務所系ビル 医療福祉施設

前年に続き首位は内藤事務所日建設計がトップに

公共分野での競争激化も不安視

新型コロナアンケート

８割が業績への影響懸念

用途別収入ランキング
金額単位：万円

（１０） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２０年　（令和２年）　９月４日　（金曜日）

　トップは前年に引き続き内藤建築事務所だった。２位の梓設
計は前年の３位から順位を上げ、２位だった日建設計が３位と
なった。４位の佐藤総合計画は前年の７位から４位に躍進し、
日本設計は前年と同じ５位を維持した。トップのうち、事
務所が前期実績を上回った。佐藤総合計画、山下設計、日比野
設計、昭和設計、三橋設計、日建ハウジングシステム、織本構
造設計が２桁以上の伸びを示した。大幅増となった日建ハウジ
ングシステムは前年の位から位、昭和設計は位から位
にそれぞれポジションを上げている。

　前年２位だった日建設計が首位に立った。トップ５の顔ぶれ
は前年と同じだが、上位３位は入れ替わった。前年３位だった
日本設計が２位となり、首位だった三菱地所設計は３位につけ
た。４位の久米設計、５位のＮＴＴファシリティーズは前年と
同位置を維持した。前期比で増加したのは事務所で、前年の
事務所から減少した。うち、７事務所が２桁以上の伸びを示
した。東急設計コンサルタントは大幅な伸びを示し、前年の
位から位に大きく躍進した。伸び率は東急設計コンサルタン
トが最も大きく、昭和設計、あい設計は３割以上増加した。

新型コロナウイルスによる業績への影響
（回答社）

　日刊建設通信新聞社が、「設計データ
ファイル」に関連して新型コロナウ
イルス感染症の拡大に伴う業績への影響
についてのアンケートを実施した結果、
回答があった社の約８割が今期または
来期の業績への影響を懸念していること
がわかった。「今後、民間の設備投資が
減少すれば、地方自治体のプロポーザル
など、限られたパイの奪い合いで受注に
影響が出る」と、民間だけでなく、公共
分野での競争激化を不安視する声も複数
上がっている。
　業績への影響については、「割合とし
ては多くないが、いくつかのプロジェク
トのキャンセルが発生している」「受注
した設計案件の中止、先送りが出ている」
「監理業務に遅れが出ている」「設計期間
の変更が多くの物件で生じているため、
売上と収益に影響がある」など、プロジ
ェクトの先送りや中止などに伴うダメー
ジを挙げる回答が目立つ。「対面での営
業中止などで、悪影響が想定される」と、
働き方の変容による影響を挙げる回答も
あった。
　民間分野については、「主要顧客のあ
る事業者の売り上げダウンにより、一部
のプロジェクトの開業延期、設計の一時
中止などが行われており、影響も大きい
ことから、今期の決算予想は厳しく、来
期も予断を許さない」など、状況の悪化

を警戒する設計事務所も少なくない。
　分野別では、「工場など生産系のプロ
ジェクトは計画、スケジュールの見直し、
一時凍結の反応が早い」「宿泊施設、商
業施設系は計画内容の見直しなどが見ら
れる」という回答もあった。ある事務所
は、「物流施設以外は着工面積が
％減と想定しており、今期の後半から来
期にかけて受注件数が減少する」と具体
的な数値見通しを立てて、戦略を練る。
売り上げの過半を占めるホテルや店舗ビ
ルの新規事業が抑制される中で「多用途
の設計にもチャレンジしていく覚悟でい
る」と受注戦略の見直しに動き出す事務
所もある。
　一方、「今年度は既に予算化されたも
の（の受注）が順調だが、来年度は不安
定さを感じている」など次期以降の公共
分野への影響を懸念する声も多く上がっ
ている。「民間需要の落ち込みを見越し
た官庁案件の競争激化」「財政悪化によ
る来年度以降の官庁案件の落ち込み」に
対する不安は根強い。
　官庁業務を主体としている、ある事務
所は、官庁の発注が極端に減っていない
にもかかわらず、受注が例年と比べて低
迷している理由について「恐らく職員一
人ひとりの意識の問題で、連日のコロナ
に関する報道を受け、自分たちも不況の
中にいるように感じて受注活動に積極的
になれなかった」とし、職員意識への長
期的な影響を懸念する。



商業施設生産系施設

文教施設

日建設計が２年連続首位８事務所が２桁以上の増加

集合住宅

日企設計がトップに位まで順位入れ替わり

用途別収入ランキング
金額単位：万円

（１１）（第三種郵便物認可） 第２部２０２０年　（令和２年）　９月４日　（金曜日）

　日建設計が２年連続でトップをキープした。２、３位も前年
から変動がなく、前年７位だった久米設計が４位につけた。前
期比で大幅に増加した国建が前年の位から位にポジション
を上げた。トップのうち、事務所が前期比で増加した。２
桁以上の増加は、前年の事務所から６事務所に減少した。伸
び率は国建、久米設計、安井建築設計事務所、アール・アイ・
エー、山下設計の順で大きい。一方、９事務所は前期実績を下
回り、４事務所は２桁減となった。

　首位のＮＴＴファシリティーズから３位までは前年と同じ順
位となり、４位の大建設計と５位の日建設計が入れ替わった。
事務所が前期比で増加し、うち８事務所は２桁以上の伸びを
示した。山下設計、久米設計、東畑建築事務所はいずれも３桁
増となっている。山下設計は前年の位から位、東畑建築事
務所は位から位、久米設計は位から位に順位を上げ、
トップ入りした。一方、前年実績を下回った事務所のうち、
７事務所は２桁の減少となっている。

　日企設計が２年連続で首位となった。順位に変動はあるもも
のの、トップ５は前年と同じ顔ぶれだった。６位の日建設計は
前年の位から、位の梓設計は位からそれぞれ順位を上げ、
トップ入りを果たした。事務所が前期実績を上回り、うち
事務所は２桁以上増加した。大幅な伸びを示した山下設計は
前年の位から位に大きくポジションを上げた。伸び率は山
下設計、大建設計、三菱地所設計、梓設計、久米設計の順で大
きい。一方、６事務所が前期実績を下回り、うち２事務所は２
桁減少している。

　前年２位だった梓設計が首位に立った。トップはすべて順
位が入れ替わり、日本設計が前年の６位から３位、綜企画設計
が８位から５位にそれぞれ順位を上げた。前年位だった東畑
建築事務所は位に躍進した。トップのうち、８事務所が前
期比で増加し、７事務所は２桁以上の伸びを示している。伸び
率はアール・アイ・エー、久米設計、安井建築設計事務所の順
で大きい。アール・アイ・エーは前年の位から位に大きく
順位を上げている。一方、減少した事務所のうち、６事務所
は２桁減となった。



公共 民間
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建築設計・監理収入ランキング
金額単位：万円

（１２） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２０年　（令和２年）　９月４日　（金曜日）

　トップのうち、上位５までは前年と順位が変わらず、６位
の久米設計と７位の梓設計が入れ替わった。トップ５は前年同
様、いずれも収入が億円を超えている。上位事務所のう
ち、５事務所は前期比で２桁増となった。伸び率は前年の位
から位に大きく順位を上げた東畑建築事務所の．％が最も
大きく、以下、．％増の久米設計、．％増の日建ハウジン
グシステムと続く。
　収入が前期から減少したのは９事務所で、前年の５事務所か
ら大きく増えた。うち５事務所は２桁減となった。

　公共分野では、佐藤総合計画が３年連続で首位となった。上
位の４事務所は億円を超えた。トップのうち、山下設計、
アール・アイ・エー、石本建築事務所、綜企画設計、大建設計、
ＩＮＡ新建築研究所、教育施設研究所の７事務所は収入が前期
比で２桁増加した。伸び率は、ＩＮＡ新建築研究所が．％増
で最も大きく、以下、山下設計の．％増、綜企画設計の．
％増と続く。一方、東畑建築事務所、類設計室、あい設計、松
田平田設計、楠山設計の５事務所は減少した。

　建築設計・監理収入の上位事務所のうち、
事務所が前期実績を上回った。トップの
うち、９位までは前年と同じ顔ぶれが並び、
位には大建設計がランクインした。４位ま
では順位に変動がなかった。５位の久米設計
は前年の７位から順位を上げた。前年同様、
トップのうち、上位７事務所はいずれも
億円を超えている。
　上位事務所のうち、８事務所は設計・監
理収入が前期比で２桁増加した。伸び率は
・７％増の億，万円だった日建ハウジ
ングシステムが最も大きく、以下、．％増
の久米設計、．３％増の綜企画設計と続く。
一方で２桁減は３事務所にとどまった。
　位以下を見ると、安井建築設計事務所、
ＩＮＡ新建築研究所、プランテック総合計画
事務所が前年と同順位につけた。日企設計、
東畑建築事務所、アール・アイ・エー、東急
設計コンサルタント、綜企画設計、日建ハウ
ジングシステム、総合設備コンサルタントは
前年から順位を上げた。うち、日企設計、東
畑建築事務所、アール・アイ・エー、東急設
計コンサルタント、綜企画設計、日建ハウジ
ングシステムは２つ以上順位を上げている。
　伊藤喜三郎建築研究所は前年の位から
位、横河建築設計事務所は位から位にそ
れぞれランクアップした。




